（様式６－１）①当日の受付
②オリエンテーション
③マッチング
③グループづくり
④活動準備
⑤活動
⑥報告
１日の流れ




















１　当日の受付
①　検温・体調確認を行った上で、当日受付票、名札シール、付箋を記入します。

２　オリエンテーション（動画配信で行ったり、２回目以降を省略する場合があります）
①　災害ボランティア活動全体の留意事項や、心構えを確認します。

３　マッチング・グループづくり
①　依頼内容を確認し、希望する活動に参加します。
②　依頼内容ごとに必要人数を集めてグループをつくり、リーダーを選定します。
③　グループ内で自己紹介をし、活動についての詳細な確認を行います。
※活動先の情報、活動内容や移動方法等、疑問があればこの時に確認します。

４　活動準備
①　資機材班に行き、活動に必要な資機材、水や塩飴等の消耗品を準備します。

５　活動・活動終了
①　定期的に休憩を取り、安全と健康に注意して活動します。（絶対に無理はしない。）
②　活動終了、もしくは予定の時間が来たら、ボランティアセンターに戻ります。
※送迎時間を確認し、早く作業が終了した場合はセンターに連絡します。

６　報告
①　グループリーダーは、活動の報告を行い、資料（依頼票など）を全て返却します。
　　　　※活動内容だけでなく、依頼者の様子困りごと、近隣の状況等、気になる点があれば、わかる範囲で報告して下さい。
②　他のメンバーは、資機材を洗い、数量を確認して返却します。

７　解散
①　お疲れさまでした。十分に休憩を取って、安全に気を付けてお帰りください。

　　（様式６－２）
　災害ボランティア活動の注意事項
１　心構え
災害ボランティアは、家屋などの生活の土台が被災された方を対象とします。
ボランティアは「何でもやります」ではなく、被災者の気持ちに寄り添って、復旧に向けて「ともに協力する」関係であることが基本です。
２　プライバシーの確保
ボランティア活動は、相手との信頼関係が基本です。活動中に得た情報は、絶対に外部に漏れないように十分に配慮ください。活動に使用した依頼票などは活動後、必ず全て返却してください。また、依頼者の許可なく写真の撮影をしないようにしてください。
３　活動の方法等
① グループで行動しましょう。
活動に入る前にグループ分けをし、リーダーを決めます。
お互いにコミュニケーションを取り、協力して活動しましょう。
② リーダーの判断と指示に従いましょう。
リーダーに活動に必要な情報を提供しますので、リーダーの指示に従いましょう。
③ 活動内容の変更は必ずセンターに連絡しましょう。
現場で事前に受けた活動内容と大きく異なる場合は、必ずセンターに連絡して指示を受けましょう。
④ 活動終了時間を守りましょう。
活動は遅くとも○○時までを目安にしてください。
センターへの帰着は○○時までにお願いします。
４　注意点
① 安全への配慮
活動は、危険を伴う場合があります。決して無理せず、ケガをしないように対
応してください。万が一、ケガや体調不良が生じた場合は速やかにセンターに連絡してください。報告が遅れた場合は、保険の適用ができない場合もあります。
② 雨天時等の対応
雨が激しい場合や天候が急変した場合には、活動を中止することがあります。
中止の場合はセンターからリーダーに連絡をします。また、避難指示などが出た場合は、センターからの連絡を待たずに活動を中止し、センターに戻るか、安全な場所に避難する等リーダーの指示に従ってください。
③ 昼食休憩等の取り方
昼食や飲み物は、各自で確保してください。昼食休憩は、チームの判断でお取りください。手洗い消毒の実践、過労や熱中症などの注意は、グループで十分にお願いします。
○○○災害ボランティアセンター（緊急時・困ったときは、こちらの電話にご連絡ください。）
電話番号：○○○―○○○―○○○
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『災害ボランティアセンターにおける活動の流れ』  

①ニーズ受付  

②ボランティア受付  

③オリエンテーション   ④マッチング  

⑤グルーピング  

被災者からの依頼を受 け 付けます。必要に応じて、 依頼促進のチラシ配付や 現地調査を行います。   受付票とボランティア活 動保険 加入 カードへの記 入 、名札の作成を行いま す。  

被災者のプライバシーの 保護や 寄り添う ことの大 切さなど活動上の留意事 項等の説明を受けます。   被災者からの依頼内容の説明を聞 き、参加したい活動に手を挙げ、 活動先を選択します 。  

グループをつく り、 リーダ ーを決め 、 詳しい依頼内容 の 説明 を受けます 。  

⑥資材の貸し出し･送迎  

必要な資材等の貸し出し のチェックを受けます 。   必要に応じて 作業用車両 の貸し出しやボランティ アの 送迎 も行われます 。   「被災者に『 寄り添う 』」 という気持ちを大切にし ながら、福祉救援活動を 行います 。  

⑦救援活動  

リーダーは活動状況と 活 動継続の有無をスタッフ に報告します。活動継続 が必要な 場合は引継ぎ事 項を 伝え ます 。  

⑧活動報告  
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